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防災教育の機会としての京都への修学旅行を用いる試み（１）
Learning about disasters in excursion to Kyoto, 1
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2011年以降学校教育の場において防災教育の機会を持つことの重要性が指摘されている。災害は人文科学、社会科学、
および自然科学のすべての視点から検討することが可能な複雑な事象である。このため特定の科目の範囲内で防災につ
いて考えることは必ずしも望ましくない。その意味で災害教育は総合教育の応用に位置すると考えられる。

個々の災害はその場所のローカルな要因によって支配されることが多い。そのため過去の災害の事例から学ぶ場合に
はそのローカルな要因についても合わせて知ることが重要とある。このことはそれぞれの都市に合わせて防災教育の内
容をテーラーメイドすることの必要性を示唆するが、他方それは防災教育プログラム作成の総コストを上げることを意
味する。

１つの防災教育プログラムを多くの機会で用いることはコスト面のみならずそのプログラムの完成度を高めるために
も重要である。そこで本発表は京都への修学旅行を防災教育の機会として活用する可能性について検討する。京都は修
学旅行の目的地として利用されることが多い都市である。これには京都が長い歴史を持つことで日本史について学ぶ機
会が提供となるという背景が考えられる。日本の地球科学的な条件を考えるとある都市が長い歴史を持つということは
その都市が多くの災害を経験していることを意味する。その「歴史」の上に災害の視点を追加することにより観光や研
修の旅行に災害教育の意味合いを付加することが可能になると考えられる。

京都市内で修学旅行生が多く訪問する観光地の多くは過去の自然災害と関わりを持つスポットである。一般的な観光ガ
イドに災害の視点を付加することで京都への修学旅行を防災について考えるきっかけとすることが可能であろうか。本
発表では京都における地震災害に着目し、北野天満宮を例にその可能性について検討する。
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地学基礎における「地球惑星科学実習帳」を用いた教育実践
Some practices of teaching Basic Earth and Planetary Science through ”Experimental
workbook of Geoscience and Astronomy”
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埼玉県高等学校理化研究会地学研究委員会（以下、埼玉県地学研究委員会）では、高校地学の基礎基本とは何かを議
論し、生徒の体験に基づく授業理解を進める際に用いるべく「埼玉から地学地球惑星科学実習帳」（以下、地球惑星科学
実習帳）を 2010年に発行した。なお、開発においては、2012年度から始まる新学習指導要領で地学の授業に求められ
る条件、つまり地学が専門でない教員が授業を行うことを意識し、詳細な指導資料を盛り込んだことも大きな特徴であ
る。なお「地球惑星科学実習帳」の開発の経緯と内容の一部は、宮嶋（2011）にて詳細に報告がなされている。
さて新学習指導要領の新科目「地学基礎」の授業が 2012年４月より行われ始めた。この科目は、science for allの性格

を有し、2単位（週 2時間、年間で 50時間程度の実授業時間数）という非常に限られた授業時間数の中で、宇宙及び地
球の歴史と構成を概観する科目である。そのため、従来の高校地学で必ず扱われてきた自然現象の原理や定性的な説明
が割愛されている。
「地球惑星科学実習帳」は、高校地学全般（基礎科目の内容に加えて、発展的・専門的な内容も含む）に対応するべ

き内容が選ばれており、全部で 39の実習が掲載されているが、上記のような理由から「地学基礎」に適合する実習は約
半分程度である。
また、「地球惑星科学実習帳」に掲載された実習は、基本的に 1時間の授業を使って完結する展開となっているが、少

ない授業時間の下では、現在ある「地球惑星科学実習帳」の内容そのままで、実習中心の授業を展開する余裕はない。
本論では、2012年度の「地学基礎」の授業実践において、「地球惑星科学実習帳」を如何に効率的に工夫して使用した

かを報告する。なお、当日、講演会場にて 2013年度版「地球惑星科学実習帳」を印刷費実費（昨年度実績 200円）にて
頒布する予定である。
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